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　令 和 ７ 年 度 予 算 を 可 決令 和 ７ 年 度 予 算 を 可 決 ‼‼
第３０１回

２月
通常会議

ユーチューブ
「２月通常会議」

項目 収入 支出

収益的収支 35億3,134万円 35億1,304万円

資本的収支 17億7,857万円 28億7,101万円

特別会計名 歳入歳出

国民健康保険 67億9,700万円

後期高齢者医療 19億9,900万円

介護保険 87億1,500万円

工業団地事業 14億7,300万円

駐車場事業 9,480万円

宅地造成事業 1,900万円

電気事業 １億6,300万円

合　計 192億6,080万円

一般会計 予算総額 ５１２５１２億円億円

特別会計 下水道事業会計

【地方交付税】　5.3％
（国から配分されるお金）

27億3,000万円

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100
歳入

【市税】 38.9％

（市民の皆さんや市内の

 事業所が納める税金）

199億476万円

【国・県支出金】 24.2％

（国や県が必要だと認めた
事業に配分されるお金）

123億8,960万円

【市債】 10.8％
（借金）55億1,130万円

その他 20.8％

106億6,435万円
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【民生費】 30.2％

（保育園の運営、生活保護、
高齢者や障がい者の支援）

154億9,793万円 

【総務費】 12.1％
（地域づくりの支援など）

61億8,019万円

【教育費】 17.9％
（学校の整備、運営）91億4,467万円

【土木費】 13.0％

（道路や公園の整備）66億6,892万円

【公債費】 7.8％
（借金の返済）39億9,946万円

その他 19.0％

97億884万円

　２月通常議会では、議長を除く25名の議員で構成する予算特別委員会を組織し、令和７年度予算を審査しました。

充実した子育て支援施策の継続や統合北上中学校の建設事業、工業団地周辺の道路整備事業などにより、過去最

大規模の予算となっています。

より良い教育環境整備

教育費…前年度比 約13.3億円 増

子育て世帯の経済的負担軽減策

・子ども・妊産婦医療費給付事業

・放課後児童健全育成事業

・妊娠・出産包括支援等事業　など

【国民健康保険特別会計】

　被保険者の減少が見込まることにより、岩手県から

交付される普通交付金が減額となり、前年度比３億

2,400万円の減。

【工業団地事業特別会計】

　北上工業団地および北部産業業務団地業の造成工事

費の減により、前年度比８億3,300万円の減。

▶

▶

※�表示単位未満四捨五入のため、合

計が一致しない場合があります。

・統合北上中学校建設事業

・市内高校等下宿等利用支援事業

・北上市コミュニティ・スクール等

　推進事業　

・小学生新聞定期購読事業　　　など

民生費…前年度比 約12.2億円 増
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
）
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

よ
る
小
規
模
事
業
者
な
ど
の

税
負
担
増
や
経
理
事
務
の
過

大
な
負
担
な
ど
、
深
刻
な
影

響
が
出
て
お
り
、
国
の
支
援

措
置
の
拡
充
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
そ
の
も
の
の
廃
止
を
求
め

る
も
の
。

【
意
見
書
に
対
し
て
反
対
討

論
】

　
　
　

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
し
次
の
事
業
者
に
正
確

な
消
費
税
額
を
伝
え
る
義
務

が
あ
る
。
課
税
事
業
者
と
し

て
登
録
す
る
こ
と
で
取
引
先

に
仕
入
れ
税
額
控
除
を
提
供

で
き
、
取
引
の
円
滑
化
が
促

進
さ
れ
る
。
ま
た
関
連
支
援

策
と
し
て
、
持
続
化
補
助
金

や
少
額
特
例
な
ど
の
経
過
措

第 301 回２月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

千
田　

優
子

白
鳥　

顕
志

八
重
樫
民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

菊
池　
　

勝

議案第 81 号 21 4 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 82 号 21 4 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 84 号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 議

議案第 86 号 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

発議案第 10 号 14 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 議

賛否が分かれた案件　第301 回２月通常会議

＊議案第 81 号　　令和７年度北上市一般会計予算 (→詳細はＰ２～５参照 )

＊議案第 82 号　　令和７年度北上市国民健康保険特別会計予算 (→詳細はＰ４～５参照 )

＊議案第 84 号　　令和７年度北上市介護保険特別会計予算 (→詳細はＰ４～５参照 )

＊議案第 86 号　　令和７年度北上市駐車場事業特別会計予算 (→詳細はＰ４参照 )

＊発議案第10号　　インボイス制度（適格請求書等保存方式）の廃止を求める意見書(→詳細は下記参照)

議決
結果

（○…賛成、●…反対、議…議長＊）　＊議長は裁決に加わりません。

賛成討論 反対討論

一般会計、国民健康保険特別会計、介護保険特別会

計の予算に反対

　　　　　　　　　　　　　　髙橋　久美子　議員

　物価高騰で生活が厳しい中、市民に寄り添う予算

になっていない。家庭ごみ袋手数料は受益者負担だ

と言うが、ごみ収集は不可避のサービスであり個々

の選択で回避できるものではない。任意のサービス

に対する支払いとは性質が違い受益者負担ではない。

手数料は軽減すべき。国保会計では、子どもが生ま

れるたびに 1万 3,300 円の均等割負担があり子育て

支援に逆行している。数年後に枯渇すると説明があ

る財政調整基金は 10 億円以上維持している。年間

193 万円あれば実現できる小学校就学前の均等割は

ゼロにすべき。

全ての予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　高橋　晃大　議員

　令和７年度当初予算は過去最大の512億円で、総

合計画５年目として「ひと」「なりわい」「くら

し」「しくみ」を基本目標に掲げ、持続可能なまち

づくりに向けて子育て支援や産業振興、福祉体制の

充実が図られており、新たな事業として産後ケア事

業や中小企業支援、障がい者支援体制の強化、集落

支援員設置による地域支援が計画されている。特別

会計予算には国民健康保険の安定運営や工業団地整

備の推進などが含まれており、総合計画に基づくま

ちづくりを促進する予算案となっている。

意見書

置
が
設
け
ら
れ
、
事
務
負
担

軽
減
と
公
平
な
税
負
担
を
目

指
す
た
め
に
も
反
対
で
あ
る
。

【
意
見
書
に
対
し
て
賛
成
討

論
】

　
　
　

白
鳥　

顕
志　

議
員

　

消
費
税
は
預
か
り
税
で
は

な
い
。
小
規
模
事
業
者
に
は

消
費
税
の
値
引
き
の
強
制
や

取
引
の
回
避
、
イ
ン
ボ
イ
ス

発
行
事
業
者
に
な
っ
た
際
の

納
税
負
担
増
加
、
帳
簿
処
理

の
事
務
負
担
と
い
っ
た
不
利

益
が
生
じ
て
い
る
。
消
費
税

は
経
過
措
置
が
令
和
11
年
で

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
事
業
者
が
経
営
の
継
続
に

不
安
を
覚
え
て
お
り
、
事
業

者
の
存
続
、
地
域
の
経
済
活

性
化
、
国
民
の
生
活
を
守
る

た
め
に
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
廃
止
が
必
要
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
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令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
12
号
）
（
第
13
号
）

旧
黒
岩
小
学
校
解
体
事
業

（
４
１
７
０
万
９
千
円
）

　

校
舎
・
体
育
館
の
活
用
に
伴
う
、

給
排
水
設
備
の
移
設
工
事
費
。

予
防
接
種
事
業

（
４
２
７
３
万
７
千
円
）

　

子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接

種
見
込
み
数
増

に
伴
う
委
託
料

の
増
加
に
よ
る

も
の
。

道
路
橋
り
ょ
う
災
害
復
旧
事
業

（
単
独
）

（
５
８
５
６
万
３
千
円
）

　

令
和
６
年
８
月
の
大
雨
で
崩
落

し
た
秋
田
自
動
車
道
宮
沢
橋
下
法

面
の
法
定
外
道
路
に
係
る
災
害
復

旧
費
の
計
上
に
よ
る
も
の
。

補正
予算

道
路
除
排
雪
事
業
（
２
億
円
）

　

２
月
ま
で
の
降
雪
実
績
と
今
後

の
見
込
に
よ
る
除
雪
委
託
料
の
増

加
に
よ
る
も
の
。

黒
沢
尻
北
小
学
校
長
寿
命
化
改
良

事
業

（
１
億
８
３
８
９
万
９
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
長

寿
命
化
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
を

計
上
し
た
も
の
。

江
釣
子
小
学
校
屋
上
防
水
・
外
壁　

改
修
事
業

（
１
億
５
６
８
６
万
９
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
屋

上
防
水
・
外
壁
改
修
に
か
か
る
工

事
費
な
ど
を
計
上
し
た
も
の
。

飯
豊
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
事
業

（
６
億
４
４
３
２
万
３
千
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
た
長

寿
命
化
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
を

計
上
し
た
も
の
。

令
和
７
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補　
　

正
予
算
（
第
１
号
）

貨
物
運
送
事
業
者
運
行
支
援
補
助　
　

金
（
臨
時
交
付
金
）

（
２
４
８
８
万
５
千
円
）

　

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
貨
物
運
送
事
業
者
に
、

１
台
あ
た
り
に
定
額
の
補
助
を
行

う
も
の
。

省
力
化
・
省
エ
ネ
設
備
投
資
応
援

事
業
（
臨
時
交
付
金
）

（
２
０
０
０
万
円
）

　

国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
省

力
化
・
省
エ
ネ
を
推
進
す
る
た
め

の
設
備
投
資
を
す
る
中
小
事
業
者

へ
補
助
を
す
る
も
の
。

公
共
交
通
燃
料
価
格
高
騰
対
策
支

援
金
（
臨
時
交
付
金
）

（
５
１
０
万
円
）

　

燃
料
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る

交
通
事
業
者
に
、
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
１
台
あ
た
り
に
定
額
の
支
援
金

を
交
付
す
る
も
の
。

　

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条例

北
上
市
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
の
運
営

面
の
改
善
と
、
質
の
高
い
企
画
展

示
な
ど
の
提
供
の
観
点
か
ら
、
月

曜
日
を
全
館
休
館
日
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

Ｑ　

�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
の
対

応
は
。
閉
館
時
間
を
午
後
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
変

更
し
て
い
る
が
、
夜
の
時
間

帯
に
講
堂
を
使
用
し
た
い
場

合
の
対
応
は
。

Ａ　

�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開

館
し
、
火
曜
日
を
休
館
と
す

る
。
午
後
５
時
以
降
に
講
堂

な
ど
の
利
用
予
約
が
あ
れ
ば

対
応
す
る
。

北
上
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の

調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
行
う
た

め
に
、
い
じ
め
で
児
童
な
ど
の
生

命
心
身
ま
た
は
財
産
に
重
大
な
被

害
、
相
当
の
期
間
、
学
校
を
欠
席

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
疑
い
が
あ
る
と
き
な
ど
の
「
い

じ
め
重
大
事
態
事
案
」
が
発
生
し

た
際
の
調
査
を
行
う
「
北
上
市
い

じ
め
対
策
専
門
員
会
」に
代
わ
り
、

「
北
上
市
い
じ
め
調
査
員
会
」
及

び
再
調
査
を
行
う
「
北
上
市
い
じ

め
再
調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

北
上
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
お
よ
び
建
築
物

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
建
築
確
認
申
請
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
適
合
性
判
定
手
数

料
な
ど
、
事
務
手
数
料
の
新
設
、

改
正
を
行
う
も
の
。

　

以
上
の
他
、
９
件
の
条
例
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
活
用
、
老
朽
化
対
策

に
向
け
た
事
業
を
実
施

「
い
じ
め
重
大
事
態
事
案
」
が

　
　
　

発
生
し
た
際
の

調
査
機
関
を
設
置

２
月
通
常
会
議


